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論 文

安 全 な立 ち上 が りの 自立 を支 援 す る
エ ビデ ンス の表 示

 一観察力を高めるためのリアルタイムな動作分析表示の開発

横井 和美1°)、竹村 節 子1)

栗田  裕2)、松村 雄一2)

    D滋 賀県立大学人間看護学部
2)滋賀県立大学工学部機械システム科

研究の背景:エ ビデンスに基づいた看護ケァの提供は、安全な医療提供を行える作業手順や作業効率の

視点、また、医療倫理の視点からも求められ、看護技術の習得に対 してエビデンスに基づいた教育方法

が看護教育の中でも求められてきている。臨床で生活行動を拡大 していく基本動作である立ち上が り動

作に着眼し、力学的動作分析より、自立支援のエビデンスを示せる教材作成の研究を行なっている。

目的:今 回、共同研究で開発された動作分析表示を基に、対象者の自立を支援するための立ち上が り動

作の しくみを身体重心と支持基底面の関係から再分析 し、自立援助における動作観察の留意点を明 らか

にし、エビデンスを示す リアルタイム表示の開発を行なった。

方法:第1段 階では、ボディメカニクスの視点である身体重心位置と支持基底面の関係に着眼 し、種々

の立ち上がり動作の力学的動作分析を行い、重心軌跡と支持基底面の関係をベースに、援助時の力学的

エビデンスを静的に画面上で分析 した。

 第2段 階:立 ち上がり動作を動的な動作分析として捉えられるように、 リァルタイムに対象者 の動作

の中に動作分析の要素が示せるシステムを視覚的教材化 した。

結果:第1段 階では、速さを変えた立ち上がり、足引きの有無による立ち上がり、座面の高さを変えて

の立ち上が り、介助を要 した立ち上がりの動作分析を行ない、自立 した立ち上がりの留意点を明 らかに

した。速さを変えた立ち上がりでは、姿勢の安定性を観るポイントである支持基底面内に重心が入 るタ

イミングが立ち上がり速度によって異なることが示されていた。足引きした立ち上が りは、早期 より身

体重心が支持基底面内に移動して安定 した立ち上がりとなっていた。

 第2段 階の表示では、被験者の安定 した動作と不安定な動作を視ると同時に、その動作の身体重心と

支持基底面との関係を視ることができ、自立 した動作の安定性を リアルタイムに判断することがで きた。

結論:立 ち上がり方法によって異なる動作の しくみを表示することができ、安全に一人で立ち上が るた

めに必要な動作観察の要素を見出せた。 リアルタイムな動作分析の表示は、その場で身体の動きのしく

みを認識でき、瞬時の動作における観察力や判断力を養うことが可能でありエビデンスを示せる教材の

活用ができる。

キーワー ド:動 作分析、看護エビデンス、立ち上がり、自立支援、 リアルタイム表示

1.緒 言

 エビデ ンスに基づいた看護 ケアの提供は、安全な医療

提供を行える作業手順や作業効率の視点、また、医療倫

理の視点か らも求められ、看護技術の習得に対 してエビ

デンスに基づいた教育方法が看護教育の中でも求められ
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てきている1)2)3)。

 以前 より、臨床看護の場では 「なぜ行なうのか」「な

ぜ起 こっているのか」とものごとを客観視 し批判的に捉

え根拠を問うことが多 く試みられ、この根拠につ いては

他領域の研究結果を看護の視点で読み取って利用 し、看

護実践に活用 している。他領域のエビデンスが何故看護

に必要 とされるのか、その意味づけを教育の中で示 し看

護実践 していくことも看護エビデ ンスを確立する一助 と

なっている。 しか し、対象者に応 じた援助の知識 と技術

を身につけ理論と経験を統合 し看護実践能力を高 めるエ

ビデンスに基づいた教育方法、および効果的な教材の活
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用 ・開発が今 日求められている4)。他領域学問の研究結

果を応用する看護実践であっても、看護の視点で必要な

エ ビデンスを明 らかにして教育す ることも重要である。

 特に、対象者の力が発揮 されセルフケア能力を高める

自立への支援が重要となる成人期の看護では、「できな

いこと」を援助 していくだけでな く、「できること」を見

出 し 「できるように」援助するポジティブな働きかけ、

すなわち対象者の本来の力を引き出す働きかけが必要で

ある。そのためには、本来の力とは何か、対象者の動 き

に対する力を洞察できる動作理解と、対象者の力を発揮

させたり消耗を少なくしたりするためにエビデンスに基

づいた判断力を身につけておく必要がある。動作を観察

する視点は、 リハ ビリテーションや運動学の視点で動作

分析の研究がなされ関節可動域訓練や筋力 トレーニング

に活用 されてきている5)6)7)。また、看護においても基

礎看護教育でボディメカニクスを学 び移動援助へ応用す

る視点を身につけ、基本動作の安全性 ・安楽性を保持 し

た体位変換の方法や車椅子への移乗方法の研究がなされ

ている8)9)。

 しか し、臨床で看護者の多くが体験 し、看護必要度か

らも高い割合を示 している移動 ・移乗の援助1°)における

基本動作である座位保持 ・立ち上がり ・立位までの僅か

数秒の一連動作の根拠を示 したものはない。介助者の作

業効率に関する研究はなされているが、対象者 自身の力

を利用するための根拠を示 したものはない。移乗 の援助

では 「相手の力を使 って」 と看護のコツやワザを抽象的

に伝えるだけでなく、一連の動作のシステムを理解 し、

自立のためのエビデンスを解明 して具体的な援助方法を

教育 してい くことが必要 と考える。

 そこで、我々は、臨床の生活行動を拡大 していく基本

動作である立ち上が り動作に着眼 し、援助の視点 を明確

化できる力学的動作分析の教材作成を工学部 と共同で行

なっている1')12)13)14)。今回、共同研究で開発された動作分

析表示i')'2)13)を基 に、対象者の自立を支援す るための立

ち上がり動作の しくみを身体重心 と支持基底面の関係か

ら再分析 し、自立援助における動作観察の留意点を明 ら

かにし、エ ビデンスを示す リアルタイム表示の開発を行

なった。

II.研 究方 法

II-1.第1段 階 で は、 共 同研究 で作 成 した動作 分析 表

示11)12)を基 に、 看護教 本で示 されて いるボデ ィメカニ ク

スの視 点で あ る身体重心位 置(CGP:Center of Grav-

ity Point)15)16)と 支 持 基底面 の関係 に着 眼 し、種 々の立

ち上 が り動 作の身体重心軌跡 と支持基底面 の関係 を経時

的に分析 した。被験者 は健常 な20代 の成人男性2名 と熟

練看護者1名 と した。

横井 和美、竹村 節子、栗田  裕 、松村 雄一

1)作 成 した動作分析の表示方法

 動作分析までの表示方法を図1に 示 した。被験者の腓

骨外果、脛骨上端、大転子、腸骨稜上端、大結節後部、

肘頭、擁骨下端部、蝶形骨部の8箇 所にマーカーをつけ

て立 ち上が り動作を ビデオ撮影 し、 画像解析 ソフ ト

(DITECT製Dipp Motion 2 D)を 用 いて、マーカー位

置を追尾 し、被験者の身体計測を元に足関節、膝関節、

股関節、腰部、肩関節、肘関節の6つ の部位で各 リンク

を接合 した二次元的な矢状面上の剛体 リンクモデルを作

成 した。 ニュー トン ・ラプソン法を用 いて解 くことで、

各 リンクの重心の位置、速度、加速度や回転角を求めた。

次に剛体 リンクモデルを運動させたスティック線図で動

きの変化を表示 した。さらにスティック線図上に体位に

よって変動する重心位置を算出して身体重心軌跡を表 し、

支持基底面である足底の長さの両端に垂直線を描き身体

重心位置 との関係が見やすいように表示 した。 そして、

動作開始時、轡部が座面を離床する時、動作終了時の状

態に着眼 し、動作開始時の重心位置をA点 、啓部が座面

を離床 した時点をB点 、動作終了時をC点 とし、重心軌

跡線図上に○印をつけ支持基底面 との位置関係を表 した。

また、介助者と被介助者の関係においては、それぞれの

スティック線図の中に●印で重心位置を示 し、経時的に

支持基底面 との位置関係を図式化 した。 さらに、立ち上

がり動作中の床反力を算出する手法は、平面運動学解析

で求めた各 リンクの重心の加速度、角加速度を用いて剛

体 リンクモデルの運動方程式か ら求めた。

動作実験

1立 ち上がり動作実験1

マーカーをつけて実験

画像 の取得

1画 像 解 析(DITECT製DippMotio,2D)1

・ 体節角度の算出と スムージング

剛体リンクモデル

・ 身体計測より剛体リンクモデル作成

・ 剛体 リンクモデルから重心位置の算出

・ 剛体 リンクモデルによるスティック緑図

 の表示

スティック線図上に重心位置を

表示

図1 動作文責表示方法の流れ

2)動 作分析する種々の立ち上が り方法

①速度を変えた立ち上がり動作の分析:立 ち上がり動作

 の開始時の基本姿勢は下腿高 と同程度の高さの椅子を

 使用 し、足の間隔を肩幅に広げ、足関節、膝関節、股

 関節が垂直になるように椅子に腰掛け、姿勢を正 し両

 腕を腹部に密着させ姿勢 とした。被験者の感覚で速い

 立ち上が りとゆつくりの立ち上がりを、メ トロノーム
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のリズムを動作時間の目安とし 5回ず、つ行し¥中間時

間の立ち上がり動作の分析をした。

②足引きをした立ち上がりと基本姿勢からの立ち上がり

動作の分析:足引きした立ち上がり姿勢は基本姿勢と

同様、下腿高と同緯度の高さの椅子を使用し、足の間

隙を庸幅に広げ股関節、膝関節、足関節が垂直になる

よう腰掛、その位置より足蔵長1/2分後方に足引きし

立ち上がる動作とした。

③臨床ベッドの高さ設定の視点から座面の高さmを変え

た(下腿高の100%、120%、140%の高さ)立ちよが

り動作の分析:ベッドの高さは、高さ調整が可能な電

動式ベッドとし二次元的な矢状面からのビデオ撮影が

可能であるような頭部ベッド柵が取り外せるものを使

用した。マトレスは最も薄い 5cmのものを使用し、

床からベッドパッドまでの高さを変化させた。

③介助を要しての立ち上がり動作の分析:介助を要する

動作は、臨床現場で比較的よく行なわれている介助者

が被介助者の前方に位置し、時手で腰部を支えて被介

助者を引き寄せる動作とした。介助者は片方の足を被

介助者の足の聞におき、足の前後の間隔を震幅に開き、

被介助者の腰部を手で掴まずに、前腕の中央で挟み込

み被介助者の腰を支えた。被介助者は足引きと両上肢

を伸展させ介助者の肩に掛け、自らの筋力の使用を抑

え、介助者の誘導により立ち上がる動作とした。

ll-2.第2段階では、動作分析表示より明確化できた動

作エピデンスが、被験者の動作と同時に繰り返し描写さ

れるリアルタイムな表示方法の開発ゆを試みた。関節角

度センサを用いて立ち上がりの主要部位(足関節、膝関

節、股関節、腸骨稜)に装着し、逆動力学解析にて被験

者の剛体リンクモデ、ルを作成する。次に、第 l段階の表

示で使用した力学的動作分析の要素である身体重心位置

と支持基底面線と床反力を、さらに同特算出された腰部

の関節モーメントをも被験者の剛体リンクモデル関上に

示し、被験者の動作と同時に描写するリアルタイムな動

作分析の表示を図 2に示されるように試みた。

l-の取得 I0口亡二二〉

図2 リアルタイムなどの動作分析表示の流れ
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1I -3.倫理的配慮として、被験者には事前に分析に必要

な身体計測やマーカー装着すること、およびビデオ撮影

を行うこと、立ち上がり動作を数回行なうこと、実験方

法やビデオ撮影したものを公表することなどの説明と同

意を得た。さらに随時、実験の中断・拒否ができること

の説明と了解を得た。

ll-4.用語の定義

身体重心:重心は物体に働く下向きの力が l点に合成

された力の作用点であるO 身体重心は、基本矢状・前額・

水平面の 3つの面が交差する点とされており、立位時の

人間では身長の55，..._，57%の位置にあるといわれている。

ここでは人間工学で用いられる小原の身体重量比凶を基

に被験者の身体計測値から算出し体位によって変動する

重心を表した。

支持基底面:物体を支えている面である。ここでは矢

状面での二次元表示であることから足底の長さを支持基

底面として表現した。

ill.結果

盟国1.種々の立ち上がり動作の分析

第1段轄では、種々の立ち上がりの動作を、身体重心

位置と支持基底面の関係から再分析し、自立援助におけ

る動作観察の留意点の明確化を図った。

1 )速度を変えた立ち上がり動作分析

意図的に立ち上がり動作時間を変えることで、動作時

間によって生じる動作の特徴を明らかにした。立ち上が

り速度を変えて立ち上がったうち、最も速く立ち上がれ

た2秒の立ち上がりと最も遅く立ち上がった 6秒の立ち

上がり動作の分析を行った。また、速い立ち上がりと遅

い立ち上がりの速度に関係すると考えられる足底部の床

反力の変化を図3のように同時に表示した。

6秒のゆっくりとした立ち上がりでは、上体の前屈に

よって身体重心は水平若しくはやや下降して支持基底面

内に移動し、啓部が椅子の座面より離床する時、身体重

心のB点はすでに支持基底面の中心にあった。そして、

身体重心は支持基底面内で弧を描きながら上昇し立位動

作として終了していた。鹿位から立位までの足底に働く

床反力は緩やかな力の増減の変化で終了していた。

一方、 2秒の速い立ち上がりは、 6秒の立ち上がりよ

り上体前屈が浅く、身体重心の移動は、替部が座面より

離床する時点でも支持基底面外にあり、支持基底面外か

ら上昇し始め支持基底面内で上昇終了し立位となってい

た。座位から立位までの足底に働く床反力は急激な加速

と減速が行なわれ、床反力の最大は 6秒の立ち上がりの

2倍以上となっていた。

すなわち、ゆっくりとした立ち上がりは、上体前屈に

よって身体重心を支持基底閣内に移動させ身体の安定性
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足引き姿勢からの

立ち上がり

節子、栗田和美、竹村

基本姿勢からの

横井

立ち上がり

A 

支持基底面

を保ちながら身体を起こし立位となっていた。しかし、

速い立ち上がりは、足底に働く床反力によって身体を上

昇させ立位をとっており、轡部が座面より離床する時点

で身体重心は支持基底面外にあり、その時点を静的にみ

ると身体を保持するには不安定な状態であった。速い立

ち上がりは、部分的な不安定さを有しながら慣性で立ち

上がっていた。

足引きをした立ち上がり動作分析

ド側板に触れることなく立ち上がれるように腰掛け、高

さ毎に複数回立ち上がり最も遅いゆっくりの立ち上がり

と、最も速い立ち上がりの動作分析を図5に示した。
それぞれの高さにおける最も遅いゆっくりの立ち上が

り所要時聞は、下腿高の100%の高さでは5.5秒、 120%
の高さでは4.5秒、 140%の高さでは3.3秒であり、座間
の高さが高いほど時間が短かった。また、それぞれの立

ち上がりの身体重心の軌跡と支持基底面の関係を比較す

ると座面の高さが高くなるにつれて腰掛位霊の身体重心

位置が支持基底面に近く立ち上がり時の上体前屈も浅い。

所要時間が3.3，.....，5.5秒と時間差はあるが、ゆっくりとし
た立ち上がりは、いずれも鹿面から啓部が離床するB時

点はすべて支持基底面内に位置しており、床反力が少な

い立ち上がり重心軌跡と類似した状態であった。

一方、速い立ち上がりのそれぞれの立ち上がり所要時

間は下腿高の100%のベッドの高さでは1.9秒、 120%の
ベッドの高さでは1.6秒、 140%のベッドの高さでは1.6
秒であった。所要持聞の差は座面の高さが変化しても、

ゆっくりとした立ち上がりほどの差はみられなし1。また、

いずれの立ち上がりも、座面から瞥部が離床するB時点

は、すべて支持基底面外にあり、床反力を使つての立ち

上がり重心軌跡と類似した状態であった。

図4

下腿高の120%

底面の高さを変えた立ち上がり動作分析

下腿高の100%

関6

ゆ
っ
く
り

速

2 )足引きをした立ち上がり動作分析

次に、立ち上がりやすい姿勢として示されている足引

き姿勢からの立ち上がり動作を、基本姿勢からの立ち上

がりと比較し特徴を明らかにした。床反力の少ないゆっ

くりの立ち上がりを行い問時間であった 6秒を要した基

本姿勢からの立ち上がりとの比較を図4に示した。

足引きした立ち上がりも、上体を前屈し啓部が座面よ

り離床する時、身体重心のB点はすでに支持基底面の中

心にあった。そして、身体重心は支持基底面内で上昇し

立位となっていた。 6秒の立ち上がりと同じ時間で静的

な安定性がみられた。しかし、足引きした立ち上がり動

作における重心軌跡は、同じ時閣を要して立ち上がった

基本姿勢からの場合よりも距離が短くなっていた。また、

上体前屈が浅くても、身体重心が支持基底面に位置して

いた。すなわち、足引きをした立ち上がりは、 A点の身

体重心位置が支持基底面に近く、身体重心を支持基底面

内に早く移動することができ安定した位置を確保するこ

とができた。

3)座面の高さを変えた立ち上がり動作分析

臨床において立ち上がり動作が多く行なわれるベッド

を想定して座面の高さを変えた立ち上がりにおいて動作

の特徴を明らかにした。盤面の高さは、研究者が以前の

研究で調査した高さを基に、下腿高の100%、120%、
140%の高さとし、患者がベッドから立ち上がるのに低
い、了度よし¥高いと感じる高さとして設定した。足底

がしっかり床に着き座面をずらさず、立位時下腿がベッ

立
ち
上
が
り
動
作

速さを変えた立ち上がり動作分析図3

床
反
力
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介助者 被介助者

支持基恵苗 支持基底面

A点 B点

被よ五Jの支持基底面
L十J
介助者の支持基底面

図6 介助者と被介助者の重心の経詩的変化

4)介助を伴う立ち上がり動作分析

最後に介助を伴って立ち上がる時の介助者と被介助者

の動作の特徴を明らかにした。この時の介助者・被介助

者の剛体リンクモデルの運動と身体重心の軌跡を図6に

示した。

双方の身体重心位置に着眼してみると、介助者の初期

姿勢は、自分の身体重心と被介助者の身体重心位置が同

じ高さになるように上体を低くし、身体重心を自分の支

持基底面中央に置いていた。一方、被介助者の初期姿勢

は、足引きと介助者の庸に伸腕して乗りかかることで上

体は前屈し、身体重心は一人で、立ち上がる基本姿勢より

も支持基底面に近づいた位置となっていた。

介助者の身体重心軌跡と被介助者の身体重心軌跡、を経

時的にみてみると、介助者の身体重心は、被介助者の啓

部が座面より離床し被介助者の支持基底亜の境界に身体

重心が移動するまで水平移動していた。被介助者の身体

重心が支持基底面内に達してから、介助者は自分の身体

重心を上昇させ被介助者を立ち上がらせていた。介助者

の身体重心は常に自分の支持基底面内にあり身体の安定

を維持していた。

盟問2.動作分析のリアルタイム表示
次に、一段階で明確化できた立ち上がり動作のエビデ

ンスが、被験者の動作と同時に繰り返し描写されるリア

ルタイムな表示方法の開発を行ったものを図7に示した。

一段階で着眼した身体重心位置と支持基底面の動作分析

要素を逆動力学解析にて、被験者の動作と同時に変化し

表示される剛体リンクモデル上に表示した。身体重心位

置は自につきやすい青丸で表示し、支持基底面は支持基

底面の範囲と身体重心の位置関係がわかりやすいように

床面に対して垂直に線を延長し表示した。さらに、立ち

上がり動作に関係する力学的動作分析の要素である床反

力や関節モーメントの追加表示を逆動力学解析より求め

表示した。関節モーメントは赤のリングで床反力を矢印

で、それぞれ表示するとともに、測定された力の大きさ

がリングの大きさや矢印の長さによって示され変化を認

識できるようにした。

このリアルタイムな動作分析の表示は、静止状態で認

識した動作分析の要素を、自の前の被験者の動作の変化

と同時に認識でき、動作のしくみのエビデンスがイメー

ジしやすくなっていた。また、わずか数秒という動作の

観察を繰り返し見ることができ、数秒の中で起こってい

る動作のしくみを視覚的に捉えることができた。また、

見る側の注文により被験者の動作を静止したり速度を変

えたりすることかでき、その場での動作の分析が即時に
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確認できた。学生に対 して授業で用いたところ、学生か

らの動作の リクエストにもその場で示すことができたが、

二次元的な動作分析が可能な範囲とその限界の範囲があ

り新たな課題が示された。

図7　 動作分析の リアルタイム表示の実際

w.考 察

　動作におけるエビデンスは、看護技術を学ぶ基礎看護

学で姿勢 と体位、作業効率の視点でボデ ィメカニクス

(Body　 Mechanics)と して学習 され、看護者の負担お

よび患者の安楽、さらには両者の安全について判断する

知識 ・技術として看護に取 り入れ られ教授 されてきてい

る4)16)。しか し、臨床ではボディメカニ クスが うま く応

用できず介助者に腰痛がおこったり、「力を入れずに済

んだので介助 して もらって楽だった。」「あっという間の

移動だったので、移 った気が しませんで した」と介助者

が動作の主体となることよって被介助者の主体性を損な

う場合も生 じる。自立を支援する視点を重視するな らば、

まず、対象者がどのような しくみで動作を行なっている

のかを理解 し、対象者 はどの段階が自力で行なえるのか、

どこを援助することで対象者は動作を完成することがで

きるのか見極める洞察力をもっことが大切である。特に

自立を支援する成人看護学では、この視点を重視 して動

作を客観視 しエビデンスに基づいた援助を行なうことが

必要である18)　19)。

　そこで、今回、自立を支援する看護の視点から立ち上

が り援助時のエビデンス表示のための動作分析を行 うこ

とで、立ち上が り方法により動作の安定性や動作の しく

みが異なることが明 らかとなった。

IV-1.安 全 に立ち上がるための支援の留意点

　立ち上がり速さが、わずか2秒 から6秒 と変化するだ

けでも、その動作のしくみは異なっていた。速い立 ち上

が りは自分の身体重心を足底の支持基底面内に入れて安

定するまでに轡部を座面から離 しており安定性の確保が

横井　和美、竹村　節子、栗田　　裕、松村　雄一

なされていず、床反力が強 く作用 していた。 したがって、

立ち上がりに対するアセスメントには、床反力に関係す

る足底の感覚や運動状況、下肢筋力などの床反力が作用

できる状態であるかの観察が必要 となり、ゆっくりとし

た立ち上が りは、安定性を確保 しやすい。

　また、足引きをした立ち上がりは、座位時の重心位置

と立位時の重心位置の距離を短 くできるため安定性が早

期に確保される。さらに、身体重心の軌跡が短いことか

ら、立ち上が りの運動が少ない姿勢であると言える。

　座面の高さを変えた立ち上が りでは、足底が床に着 く

範囲で座面を高 くすることは、立位時の身体重心位置と

の移動距離は少なくてすみ前屈角度が浅 くて行える。

　 ことか ら、一人で安全に立ち上が るための支援の留意

点は、

①　身体の支持基底面になる足底に身体重心を移動させ、

　身体の安全性を確保する。

②　速い立ち上がりには、床反力が強く働 くことか ら床

　反力が作用できるよう足底の状態や、設置面である床

　環境を整えることが必要である。

③ 支持基底面内に身体重心が十分かっ容易に移動でき

　 るように上体を前屈させたり足引きを したりする。

④ 足底が床に着 く範囲でベ ッドの高 さを高 くすること

　は、上体前屈の角度を少なくして立ち上がれ立ち上が

　 りの運動 も少なくてすむ。

IV-2.介 助を要する立ち上が り支援の留意点

　一方、介助を要する立ち上がりか ら、立ち上がりの自

立を援助する過程での留意点は、被介助者の身体をかか

える、移動させるという感覚ではなく、

①　被介助者の身体重心が支持基底面内に容易に移動で

　 きるスペースの確保をする。すなわち上体の前屈や足

　引きを して立位時の重心を安定 させる支持基底面の確

　保が重要である。

②　介助者が片足を被介助者の両足の問に置 くことは、

　双方の支持基底面の重なりを作 り出し、被介助者 と介

　助者の支持基底面と共有することができ、被介助者の

　安定性を介助者が確認 し保持す ることができる。

③　被介助者が、両上肢を介助者の肩に掛 け上体を前傾

　 したり、足引きしたりすることは、被介助者の身体重

　心が自然に支持基底面に近づき被介助者 の立ち上がり

　を容易にする。

と言 うことが明 らかとなった。移動技術の 「コッ」 とし

て、 よく 「相手の重心に近づいて」 と言 うことがある。

このことは、単に相手の重心と自分の重心の距離を近づ

けるのではな く、互いの支持基底面内で身体重心が維持

されるような距離を確保 し支持基底面の重 なりをもっこ

とによって、被介助者の重心が介助者の支持基底面内に

位置 し、被介助者の安定性を助けることになる。

　わずか数秒という立ち上が りで も動作の しくみは単一
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でなく、立ち上がり方法によって留意点は異なり、行っ

ている介劫方法が必要以上の介助となっていないか、ま

た、その対象者が保持している機能に適しているか見極

めていく必要がある。

1V-3. リアルタイムな動作分析表示で得られたもの

臨床では個々に異なる対象者の動作を、瞬時に洞察す

る力が求められる。そこで、動作観察と同時に動作分析

の視点が養えるように、リアルタイムに対象者の動作の

中に動作分析の要素が示せるシステムの開発を行い視覚

的教材としての活用を試みた。第 2段階で作成した表示

方法は、被験者の動作と動作分析の要素がリアルタイム

に視覚的にその場で示すことができ、学生は事象として

の動作と動作分析としての動作の 2つの情報を同時に得

ることができた。これによって、瞬時の動作における観

察力や判断力を鍛えることができると考える。また、そ

の場での疑問や見逃したことについても再生でき、動作

のしくみを再認識することができる O さらに、学生のレ

ポート分析20)J:.り、学生は姿勢の安定性における身体重

心と支持基底面の関係に着眼し、人間の身体のしくみに

対する理解や看護における動作観察の必要性を認識して

いた。そして、健常者と障害者の相違に対する疑問が想

起され、新たな動作エビデンスに対する課題が提案され

ていた。このリアルタイムな表示は、自立を支援する動

作分析の知識提供から、疑問・創造を促す教材となり得

ると考えるO しかし、角度センサの取り付けや装置の調

整等に準備時間を要し簡便性に欠け利便性において改喪

が求められ開発刊を進めている。今後、二次元的な範囲

の中でも表示できる動作のエビデンスを明確化し、看護

援助を行なっていく上で必要なエピデンスを示していく

ことが、看護教育・研究の場で求められる。

エピデンスに基づいた看護ケアの提供のためには、看

護学独自の追究による検証と他領域学問の分析方法を用

いながら看護に必要な場面のエビデンスを検証し、看護

の専門的能力を高めることが必要であると考えるO そし

て、明らかにされてきたエビデンスは、どこで使うこと

が可能なのか、どんな対象者やどんな場面では不十分な

のか、示されたエピデンスの摂界について見極めていく

力をも養っていくことが、様々な人々を対象とする看護

では必要と考える。看護教育や研究の場では、今後も、

多領域学問と共同しそれぞれの分野で、の英知を学び、つつ

看護として必要な視点を明らかにしエビデンスの内容を

深めていくことが重要と思われる。

v.結語
今回、対象とした立ち上がり動作は、臨床春護場面で

も離床時の援助で必要度は高く、看護教材としては体験

演習の中で座位保持から車椅子への移動持の動作として
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表示されている動作である O しかし、立ち上がり動作時

間はわずか数秒と短く動作観察として重視されることは

少なし、。立ち上がりという基本動作が行なえるか否かは、

ベッドから離床し日常生活動作が拡大していく過程で大

きく影響を及ぼし、看護介入の度合いにも影響される。

わずかな時間で行なわれる立ち上がり動作を自立支援の

視点で分析したことで、立ち上がり方法によって異なる

動作のしくみを表示することができ、安全に一人で立ち

上がるために必要な動作観察の要素を見出せた。特に身

体重心と支持基底面との関係を重視した表示によって、

身体の安定性のしくみが理解でき動作を援助する時の視

点として重要であることを示すことができた。さらに、

動作と同時に示されるリアルタイムな動作分析の表示は、

その場で身体の動きのしくみを認識でき、瞬時の動作に

おける観察力や判断力を養うことができると考えられ教

材としての活用が可能である。

すでに、他分野の領域で開発された動作分析の表示で

あっても、自立を支援する視点で再分析を行い動作のし

くみの留意点を明確にすることによって、より看護援助

の必要性や援助方法の指針が示され看護のエビデンスと

なりえる。
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(Summary) 

Presenting Evidence for Supporting Safe， 
Independent Sit.幽幽幽幽

一Develop卯pm誼mentof Re伺叫al圃圃拍.

K. Yokoil)， S. Takemura1) ，Y. Kurita2)， Y. Matsumura2) 

l)The University of Shiga Prefecture School of Human Nursing 

2)Department of Mechanical Systems Engineering School of Engineering， 

The University of Shiga Prefecture 

Background Provision of evidence-based nurs-

ing care is called for in terms of safety-oriented 

operating procedures and productivity， as well as 

of medical ethics， leading to increasing need for 

nursing education that incorporates an evidence-

based approach to the acquisition of nursing tec-

hniques. We work on the development of teach-

ing materials that can present evidence for inde-

pendence support through dynamic motion anal句

ysis， our efforts focusing on sit-to-stand motion， 

a basic activity from which living activities are 

expanded in a clinical setting. 

Objectives In this study we used a jointly devel-

oped motion analysis presentation to reanalyze 

the mechanism of sit-to-stand motion from the 

perspective of subject independence support 

based on the relation between the body's center 

of gravity and support base -to identify points 

of note in motion observation for independence 

support， and to develop real-time presentation for 

evidential use. 

Methods The first step involved mechanical mo-

tion analysis of various sit-to-stand motion pat-

terns， focusing on a body mechanical factor-the 

relationship between COG and BOS-to identify， 

on image， static mechanical evidence for support 

based on the relationship between the locus of 

COG and BOS. 

The second step involved developing a system 

for visualizing motion analysis elements in sub-

ject activities on a real同timebasis， to enable dy-

namic motion analysis of sit-to四standmotion. 

Results In the first step， motion analysis was 

performed for sit-to-stand motion at different 

rates， with or without foot dragging， from dif-

ferent seat heights or with assistance， to identify 

points to be noted for independent sit司to-stand.

Sit-to町standmotion at different rates indicated 

that the timing of the shift of COG to BOS， a 

factor in postural stability， differed according to 

the sit-to-stand rate. Foot-dragging sit-to-stand 

proved to be stable， with COG shifting early to 

BOS. 

The second step succeeded in visualizing both 

stable and unstable motions of subjects， at the 

same time showing the relationship between COG 

and BOS associated with the respective motions， 

enabling real-time determination of independent 

motion stability. 

Conclusion As a result we succeeded in presenting 

motion mechanisms that differed according to the 

sit-to-stand pattern， and in identifying observable 

motion elements essential for safe， independent 

sit-to-stand motion. Real-time presentation of 

motion analysis， which enables body motion 

mechanism recognition on site， while enhancing 

powers of observation and judgment regarding 

instantaneous motion， is useful as a teaching ma-

terial that can present evidence. 

Keywords motion analysis， nursing evidence， sit-

to-stand， independence support， real-time presen向

tation 




